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１．研究計画の概要 
本研究はユーザが英作文する過程におい

て、部分的に適切な英語表現（単語、フレー
ズ、または節など）が思い浮かばないとき、
本来言い表したい日本語表現をそのまま入
力するだけで、すなわち、日英混在の入力文
から状況に応じて動的に構成される文脈情
報と、高品質で大規模な英語コーパスに加え
超大規模な Webデータも統合的に利用するこ
とにより、適切な英語表現を自動生成する支
援システムの研究開発を目指すものである。 

 
２．研究の進捗状況 
初年度の１９年度では最適な文脈による

訳語選択手法と高品質コーパスと大規模 Web
データの統合利用手法の提案と、柔軟な検索
システムと単語レベルの支援システムの開
発を行い、得られた訳語が原文の単語と同じ
もののみを正解とする評価基準でシステム
を評価した。２０年度では日本語の訳語は 1
つとは限らず複数ある場合が多いことを考
慮し、プロの日英翻訳者による評価データの
作成とシステムの再評価を行った。その結果、
統合手法においては 80%の正解率が得られ、
システムの有効性が実証された。また、英語
フレーズを訳語候補の組み合わせから生成
することにより、英作文支援の対象を単語か
らフレーズに拡張し、名詞句と動詞句も取り
扱える英作文支援システムを構築した。実験
の結果、名詞句の英作文支援が 71%、動詞句
のそれが 67%という正解率が得られた。しか
し、英語フレーズは訳語候補の組み合わせの
みから生成されるため、支援できるフレーズ

の範囲が大きく限定されてしまう。また、名
詞句などを不定詞句に英訳するような、異な
るパターンへの英訳も支援できない。さらに、
単語の訳語候補の数が多いためその組み合
わせの数が膨大となり処理時間がかかって
しまう。２１年度ではこのような問題を解決
するために日英対訳パターンに基づくアプ
ローチを導入し、そのパターン辞書を作成す
るにあたり必要となる大規模な日英対訳表
現を大規模な日英対訳コーパスから抽出す
ることを試みた。実験の結果、数十万文の大
規模な日英対訳コーパスに対し、数十万の単
語 n-gram または文節 n-gram の対訳表現を良
好な精度で抽出することができた。 

 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
（理由） 
 各年度は計画に沿って研究を実施してき
ており、おおむね満足のできる研究結果を得
ることができた。ただし、フレーズレベルに
ついて、より高性能な翻訳支援を目指すため、
当初の研究計画になかった対訳パターンに
基づくアプローチを新たに導入した。 
 
４．今後の研究の推進方策 
前年度では日英対訳パターン辞書を作成
するにあたり必要となる大規模な日英対訳
表現を大規模な日英対訳コーパスから抽出
することを試みたが、長い対訳文をできるだ
け多く抽出しようとすると対訳表現の抽出
数が大幅に減少してしまう問題が生じてい
る。今後は 
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（１）長い対訳表現の抽出を保証しながら対
訳表現の抽出数の増加と抽出精度の向上を
図る。 
（２）対訳関係が離散型の対訳表現も含め、
より多くの対訳表現の抽出に取り組んでい
く。 
（３）抽出された対訳表現から対訳パターン
の辞書を作成し、英作文支援システムに組み
込み、当初の目標である、単語レベルから句
レベルまでの高性能英作文支援システムを
構築する。 
というような方策で研究を推進していく。 
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